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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
鋼管杭あるいは鋼管矢板等のパイプ状の杭の外周面に沿ってホースを配置し、このホース
の下端に連結手段を取り付け、この連結手段の他端を上記パイプ状の杭の下部に穿設した
連結手段挿入孔を貫通して内周面に配置し、上記連結手段の他端にノズルを設けることに
よって、上記ホースからのジェット水を連結手段を介してノズル先端から地盤に噴射する
ウオータージェットホースの取付機構において、
上記連結手段を、内部に水路を形成し、かつ端部にネジ部を形成した２個の連結具をクラ
ンク形状に連結して構成し、上記連結具のうち、上記パイプ状の杭の外周面に配置された
連結具は端部を上向きにしてホースを連結し、上記パイプ状の杭の内周面に配置された連
結具は端部を下向きにしてノズルを連結したことを特徴とするウオータージェットホース
の取付機構。
【請求項２】
鋼管矢板下部に連結手段挿入孔を穿設し、孔を有する補強プレートを鋼管矢板外周面に上
記連結手段挿入孔にあわせて固定すると共に、上記連結手段挿入孔と補強プレートの孔を
貫通して内部に水路を有する２個の連結具をクランク形状に連結し、その各々の端部を鋼
管矢板の外側と内側に配置し、上記外側に配置した連結具の先端にはホースを連結し、内
側に配置した連結具の先端にはノズルを連結した後、ジェットポンプよりホースを通って
ジェット水を送り、このジェット水を上記連結具内部の水路を通過してノズルに送り、こ
のノズルより鋼管矢板の内側の地盤に有効にジェット水を噴射して鋼管矢板の地盤への圧
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入を行うウオータージェット工法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
  本発明は、鋼管杭あるいは鋼管矢板等のパイプ状の杭類（以下、鋼管矢板等という）の
地中打設時に圧入装置と併用して使用するウオータージェットのホースの取付機構に関す
るものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、鋼管矢板等の先端にジェット水を噴射するためのノズルを取り付けて、下方
に向けてジェット水を噴出させながら鋼管矢板等を地盤に圧入することが行われている。
　この場合、例えば特許文献１に示すようにウオータージェット用の高圧水を噴射するジ
ェットノズルは鋼管矢板等の下端外周に配置されているものが多い。これは外周に配置し
たほうがホースの取付作業が簡単であるためである。
【特許文献１】特開２００３－３３６２５８
【０００３】
　しかし、周辺地盤への影響抑止、杭先端内部への土の閉塞防止目的から高圧水を鋼管矢
板等の内側に噴射する場合がある。このような場合には、ホースを鋼管矢板等の内側に入
れてその先端にノズルを取り付けて噴射を行っている。
　このように、鋼管矢板等の内側にホースを取り付ける場合は、ホースは鋼管矢板等の上
端から挿入され内周面に沿って配置されている。そのためホースの内周面への固定作業が
難しく、又鋼管矢板等の上端角でホースが損傷するなど作業に影響を与えていた。また鋼
管矢板等の圧入時には、上端に次の鋼管矢板等を接続する、いわゆる継ぎ杭を行うが、こ
のときにホースが邪魔になって継ぎ杭作業が煩雑となり、圧入作業に影響を及ぼすという
問題があった。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
  本発明は上記の点に鑑みなされたものであり、ホースを鋼管矢板等の外側に配置し先端
のノズルを内側に配置することで、環境に配慮して鋼管矢板等を効率よく圧入できるウオ
ータージェットホースの取付機構を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
本発明の要旨とするところは、鋼管杭あるいは鋼管矢板等のパイプ状の杭の外周面に沿っ
てホースを配置し、このホースの下端に連結手段を取り付け、この連結手段の他端を上記
パイプ状の杭の下部に穿設した連結手段挿入孔を貫通して内周面に配置し、上記連結手段
の他端にノズルを設けることによって、上記ホースからのジェット水を連結手段を介して
ノズル先端から地盤に噴射するウオータージェットホースの取付機構において、上記連結
手段を、内部に水路を形成し、かつ端部にネジ部を形成した２個の連結具をクランク形状
に連結して構成し、上記連結具のうち、上記パイプ状の杭の外周面に配置された連結具は
端部を上向きにしてホースを連結し、上記パイプ状の杭の内周面に配置された連結具は端
部を下向きにしてノズルを連結したことを特徴とするウオータージェットホースの取付機
構である。
【０００６】
本発明の要旨とするところは、鋼管矢板下部に連結手段挿入孔を穿設し、孔を有する補強
プレートを鋼管矢板外周面に上記連結手段挿入孔にあわせて固定すると共に、上記連結手
段挿入孔と補強プレートの孔を貫通して内部に水路を有する２個の連結具をクランク形状
に連結し、その各々の端部を鋼管矢板の外側と内側に配置し、上記外側に配置した連結具
の先端にはホースを連結し、内側に配置した連結具の先端にはノズルを連結した後、ジェ
ットポンプよりホースを通ってジェット水を送り、このジェット水を上記連結具内部の水
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路を通過してノズルに送り、このノズルより鋼管矢板の内側の地盤に有効にジェット水を
噴射して鋼管矢板の地盤への圧入を行うウオータージェット工法である。
【発明の効果】
【０００８】
  本発明は上記の如き構成であるため、構成が簡易で取り付けも簡単でありながらホース
やノズル等を迅速、確実に鋼管矢板等に取り付けることができる。また周辺地盤や既存の
基礎への影響を最小限に抑える等、環境に配慮しつつウオータージェットを利用して効率
良く鋼管矢板等を圧入することができる等の効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
  本発明を実施するための最良の形態は、鋼管矢板等の外周面に沿ってホースを配置しこ
のホースの下端を連結手段の上端に連結する。
　この連結手段を、内部にクランク形状の水路を形成しかつ両端にネジ部を形成した２個
の連結具によって構成すると共に、この連結手段を鋼管矢板等の下部に穿設した連結手段
挿入孔を貫通して連結する。
上記連結具のうち、鋼管矢板等の外周面側の連結具は一端のネジ部を上向きにしてここに
ホースの下端を連結する一方、鋼管矢板の内周面側に配置された連結具は一端のネジ部を
下向きにしてここに逆止弁を介してノズルを連結してなるウオータージェットホースの取
付機構及びそれを用いたウオータージェット工法である。
【００１０】
　図１は本発明のウオータージェットホースの取付機構の一実施形態の平面図、図２は図
１のII―II線断面拡大図及び図３は補強プレートの正面図である。
【００１１】
　本実施形態のウオータージェットホースの取付機構を図に基づいて説明する。
  図１乃至図３において、符号１０は鋼管矢板、２０はホースとノズルの連結手段である
。本実施形態では、連結手段２０を鋼管矢板１０の下部に取り付けた場合を説明するが、
これに限定されず、連結手段２０は鋼管矢板だけでなく鋼管杭、コンクリート杭等のパイ
プ状の杭又は矢板に適応できる。
　また、符号１２は鋼管矢板１０の外周下端に取り付けた補強バンドである。
【００１２】
　次に上記連結手段２０の構成を説明する。
　連結手段２０は２個の連結具２３、２４からなる。この連結具２３、２４は内部にクラ
ンク形状の水路２３５、２４５を形成し、かつ両端にネジ部２３１，２３２，２４１，２
４２を形成してなり、鋼管矢板１０の下部に穿設した連結手段挿入孔１１の位置でネジ部
２３２と２４１でネジ止めして連結されている。
　そして、鋼管矢板１０の外周面側の連結具２３は端部のネジ部２３１を上向きに配置し
て、ここに切断ホース２２の下端を連結する。この切断ホース２２の上端にホース３０本
体を連結している。
【００１３】
　また、鋼管矢板１０の内周面側に配置された連結具２４は端部のネジ部２４２を下向き
にして、ここに調整パイプ２７を連結し、さらにそのこの下方に逆止弁２８及びノズル２
９を設ける。
【００１４】
　一方、鋼管矢板１０の下端には、本実施形態では４個の連結手段挿入孔１１を穿設して
いる。
　そして、図３に示すような補強プレート４０を構成する。この補強プレート４０は所定
の厚さを有する略正方形の鋼板であり中央に上記連結手段挿入孔１１と同寸法の孔４１を
設けてある。
【００１５】
　上記のように構成した本実施形態の作用を説明する。
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　まず補強プレート４０を、鋼管矢板１０下部の４個の連結手段挿入孔１１と孔４１を合
わせて鋼管矢板１０の外周面に固定する。この連結手段挿入孔１１と補強プレート４０の
孔４１内で連結具２３，２４をネジ部２３２，２４１でネジ止めして連結する。
　そして、外側に配置された連結具２３にはネジ部２３１で切断ホース２２を連結し、そ
の上端にホース３０本体を連結する。
　また、内側に配置された連結具２４にはネジ部２４２に調整パイプ２７を連結する。そ
して、この調整パイプ２７の下方に逆止弁２８及びノズル２９を設ける。
　このように連結手段２０によってホース３０とノズル４０は強固に安定した状態で連結
固定されるのである。
【００１６】
　上記のようにホース３０とノズル２９を取り付けてから、鋼管矢板１０の地盤への圧入
を開始する。ジェットポンプ（図示せず）よりホース３０を通ってジェット水が送られて
きて、連結具２３，２４を通過してノズル２９に至り鋼管矢板１０の内側の地盤に対して
噴射されるのである。
　このとき、連結具２３，２４は内部にクランク形状の水路２３５，２４５を形成してあ
るため、ホース３０を曲げることなくジェット水の水流を９０度ずつ変更させてノズル２
９へと導くことができるため、ホース３０に負担をかけることなく確実にジェット水をノ
ズルへ送ることができ、またそのときにジェット水の水圧のロスを最小限にとどめること
ができる。
【００１７】
　以上のように、本実施形態によれば簡易な構成かつ取り付けも簡単であり、周辺地盤や
既存の基礎への影響を最小限に抑えながらウオータージェットを利用して効率良く鋼管矢
板等を圧入することができる。
　また、ノズルは鋼管矢板の内側にありホースは鋼管矢板の外側にあるため、鋼管矢板の
圧入作業に伴って行われる継ぎ杭作業も安全、迅速に行うことができ、ホースが鋼管矢板
上端で損傷する恐れもない。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明のウオータージェットホースの取付機構の一実施形態の平面図
【図２】図１のII―II線断面拡大図
【図３】補強プレートの正面図
【符号の説明】
【００１９】
  　１０ 　鋼管矢板
　　１１　連結手段挿入孔
　　２０　連結手段
　　２３　連結具
　　２４　連結具
　　２３５　水路
　　２４５　水路
　　２３１　ネジ部
　　２３２　ネジ部
　　２４１　ネジ部
　　２４２　ネジ部
　　　２９　ノズル
　　　３０　ホース
　　　４０　補強プレート
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